
きらめき創造　大洲市　
―みとめあい　ささえあう　肱川流域都市―広報大洲広報大洲 66No.125

２０１5
No.125
２０１5

きらめき創造　大洲市　
―みとめあい　ささえあう　肱川流域都市―

トップアスリートを
迎えて



現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ～   （特集）きらめくアイデアをカタチに 

～合併10周年記念事業決定～
６ページ～ シリーズ
10ページ まちのわだい
11ページ～ おおずニュース
13ページ～ おしらせ
25ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド
28ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （大洲ふじかげコーラス）

税　　　別 6月 7月 8月 9月

市 県 民 税 1 期 2 期

固 定 資 産 税 2 期 3 期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1 期 2 期 3 期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

６月の納税など　納期限は 6月30日㈫です。

人の動き（先月比）

人口　　　45,882人　（－120）
　男　　21,853人　（－ 49 ）
　女　　24,029人　（－ 71 ）
世帯数　20,270世帯（　 10 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　   65件（ 49 件）
　死者　    2人（  1  人） 
　負傷者　   80人（ 56 人）

picture 写真

（2015年 4 月末現在）

　 4月26日㈰、八幡浜・
大洲地区運動公園で行
われた、テニス教室を
取材しました。
　この教室は、運動公
園のテニスコートの改
修工事が終了したこと
を記念して開催されま
した。
　愛媛県出身の正岡一

かず

志
し

選手（ミズノ所属）
のほか 5人のトップア
スリートを迎え、中学
生約250人が参加し、技
術の向上を目指しまし
た。

　

私
は
、
も
し
も
自
由
に
時
間

が
使
え
る
と
し
た
ら
、
一
日
中

絵
を
描
い
て
い
た
い
ほ
ど
絵
を

描
く
の
が
好
き
で
す
。
マ
ン
ガ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
風
景
画
な

ど
、
た
と
え
何
が
題
材
で
あ
っ

て
も
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ

と
や
気
持
ち
を
自
由
に
絵
で
表

せ
る
か
ら
で
す
。

　

私
が
通
う
菅
田
小
学
校
は
小

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
菅

田
の
山
や
田
ん
ぼ
が
見
渡
せ
ま

す
。
私
は
そ
の
景
色
が
大
好

き
で
、
一
番
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト

は
、
プ
ー
ル
の
裏
手
か
ら
の
眺

め
で
す
。
い
つ
か
そ
の
景
色
を
、

一
枚
の
絵
に
し
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
四
人
姉
妹
の
末
っ
子
で
、

三
番
目
の
姉
が
絵
を
描
く
の
が

と
て
も
上
手
な
の
で
、
憧
れ
て

い
ま
す
。
将
来
は
、
絵
を
描
く

こ
と
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
姉
に
う

ま
く
描
く
方
法
を
教
わ
り
な
が

ら
、
腕
を
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今月の題字作成者
菅田小学校 5 年 （現：菅田小学校 6 年）

　久　保　澪
れい

　花
か

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

広報大洲 ６月号 2



（特集）きらめくアイデアをカタチに
～合併₁₀周年記念事業決定～

　平成27年 1 月11日。市町村合併で誕生した新大洲市が、10年の節目を迎えました。
　市民のみなさんの郷土愛を育み、活力あふれる未来の大洲市に向けた新たな一歩として、合併10周年記念
事業の開催を予定しています。今回は、その事業について紹介します。

実
施
済
み
事
業

市
主
催
新
規
実
施
事
業

春
の
鹿
野
川
湖
周
遊
企
画

　

３
月
～
６
月
に
か
け
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
テ

ニ
ス
大
会
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
、
カ
ヌ
ー
競
技
大

会
な
ど
を
連
続
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

※
カ
ヌ
ー
競
技
大
会
は
、
６
月
６
日
㈯
に
開
催
予
定

大
洲
市
き
ら
め
き
大
使

　

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
能
な
ど
国
内
外
で
広
く
活
躍

す
る
本
市
出
身
、
ま
た
は
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
を

﹁
大
洲
市
き
ら
め
き
大
使
﹂
に
委
嘱
し
、
本
市
の
魅
力
や

良
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
知
名
度
向
上

お
よ
び
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

松
本
零れ
い

士じ

さ
ん
、
彩あ
や

風か
ぜ

咲さ
き

奈な

さ
ん
、
た
き
の
え
い
じ

さ
ん
、
か
と
う
れ
い
子
さ
ん
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

大
洲
市
民
の
歌
制
作

　

歌
詞
を
公
募
し
、
１
月
11
日
㈰
合
併
記
念
式
典
に
お

い
て
、最
優
秀
作
品︵
１
０
０
年
後
僕
ら
は
…
大
洲
よ
り
︶

を
発
表
し
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
タ
イ
プ
制
作
と
バ
ッ
ク
パ
ネ

ル
の
作
成

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
タ
イ
プ
を
公
募
し
、
１
月

11
日
㈰
合
併
記
念
式
典
に
お
い
て
最
優
秀
作
品
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
タ
イ
プ
、
市
章
を

組
み
合
わ
せ
た
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

未
来
の
大
洲
「
夢
プ
ラ
ン
」
募
集

　
﹁
あ
っ
た
ら
良
い
な
、
こ
う
な
れ
ば
良
い
な
、
こ
う
す

れ
ば
楽
し
く
な
る
﹂
な
ど
、
市
内
の
小
中
学
生
・
高
校

生
を
対
象
に
未
来
の
大
洲
を
想
像
し
た
﹁
夢
プ
ラ
ン
﹂

を
募
集
し
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
ま
す
。

大
洲
市
民
の
歌
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
整
備

　

合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
発
表
し
た
大
洲
市

民
の
歌
を
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
と
し
て
整
備
し

ま
す
。

ピ
ン
バ
ッ
チ
の
作
成

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ピ
ン
バ
ッ
チ
を

作
成
し
ま
す
。

お
お
ず
映
画
祭

　

市
内
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。﹁
男

は
つ
ら
い
よ 

寅
次
郎
と
殿
様
﹂、﹁
世
界
の
中
心
で
、
愛

を
さ
け
ぶ
﹂、﹁
と
な
り
町
戦
争
﹂、﹁
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
﹂、﹁
女
の
子
も
の
が
た
り
﹂
な
ど
を
市
民
会
館
で

10
月
14
日
㈬
か
ら
18
日
㈰
ま
で
上
映
予
定
で
す
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
（
仮
称
）

　

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
に
ち
な
ん
だ
、
初
心
者
か
ら
参

加
で
き
る
よ
う
な
コ
ー
ス
を
自
転
車
で
走
り
、
新
た
な

魅
力
を
発
見
し
大
洲
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
も
ら
い
ま

す
。
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市
主
催
拡
充
事
業

日
本
三
大
い
も
た
き
サ
ミ
ッ
ト
in
お
お
ず

　

い
も
た
き
︵
芋
煮
︶
を
通
じ
た
文
化
の
交
流
お
よ
び

観
光
振
興
を
図
る
た
め
、
山
形
県
中
山
町
お
よ
び
島
根

県
津
和
野
町
を
招
き
、﹁
日
本
三
大
い
も
た
き
サ
ミ
ッ
ト

in
お
お
ず
﹂
を
９
月
26
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

私
の
思
う
市
民
（
文
化
）
会
館
構
想
募
集

　

築
後
40
年
を
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
む
市
民
会
館
に

つ
い
て
、
市
民
か
ら
﹁
私
の
思
う
市
民
会
館
﹂
と
題
し

た
構
想
を
募
集
し
、
平
成
37
年
１
月
の
移
転
・
改
築
に

向
け
た
第
一
歩
と
し
ま
す
。

防
災
読
本
（
保
存
版
）
の
作
成

　
﹁
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
﹂
と
い
う
基
本
的
な
考
え

方
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
・
防
災
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、﹁
市
民
防
災
読
本
︵
保
存
版
︶﹂

を
作
成
し
、
各
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

大
洲
の
歴
史
副
読
本
の
作
成

　

中
学
生
が
大
洲
市
の
江
戸
時
代
以
降
の
歴
史
や
文
化

を
学
ぶ
際
の
副
読
本
を
作
成
し
、
次
代
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
大
洲
へ
の
愛
着
や
連
帯
感
を
醸
成
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
市
民
や
来
訪
者
へ
の
啓
発
資
料
と
し
ま
す
。

お
お
ず
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
市
内
一
斉
防
災
訓
練
）

（
仮
称
）

　

市
内
全
域
で
一
斉
に
訓
練
を
行
い
、
防
災
意
識
の
向

上
と
地
震
災
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
や
、
地
震
発
生
時
の

安
全
確
保
行
動
に
関
す
る
理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。
９

月
１
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
﹁
長
浜
大
橋
︵
赤

橋
︶﹂
を
バ
ッ
ク
に
、
花
火
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

元
祖
大
洲
の
い
も
た
き
事
業

　

大
洲
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
手
を
招
く
な
ど
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

第
19
回 

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
洲

　

大
洲
生
ま
れ
の
三
瀬
諸も
ろ

淵ぶ
ち

は
、
１
８
５
８
年
︵
明
治

維
新
の
10
年
前
︶
に
、
大
洲
で
日
本
初
の
電
信
実
験
を

成
功
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
郷
土
の
偉
人
の
功

績
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
た
め
、
諸
淵
の
諸
資
料
を

展
示
し
ま
す
。
10
月
17
日
㈯
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

大
洲
ま
つ
り

　

大
名
行
列
・
お
ま
つ
り
村
・
浪
漫
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

福
祉
と
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
洲
市
国

民
健
康
保
険
な
ら
び
に
介
護
保
険
の
保
険
給
付
を
受
け

な
か
っ
た
世
帯
に
対
す
る
表
彰
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

第
６
回
大
洲
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　

大
洲
産
業
モ
ノ
づ
く
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
新
た

に
企
画
し
ま
す
。
10
月
12
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
30
分
ま
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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19世紀の科学ロマンス スチームパンク＆海の冒険物語
（主催　赤煉瓦ふれあい倶楽部）
　スチームパンクは、19～20世紀初頭の産業革命時
代の空想の世界を表現したもので、蒸気機関や歯車
などを用いた機械の構造物やインテリアファッショ
ンなどがあります。
　今回は、産業革命の動力源となったイギリス製・
ドイツ製の精巧な蒸気エンジンの模型を模擬運転し、
当時の工場などの作業風景を再現します。また、デ
ィーゼルやタービンエンジンなどの精密な模型を展
示・運転し、産業革命時代の技術の一端を紹介します。
　その他、長浜大橋の写真や海底二万里の140年前の
古本、マリングッズ、悲運の豪華客船タイタニック関
連書籍（コピー）の紹介や、産業革命時代のイングリッ
シュガーデンの
整備も行います。
７月25日㈯～８月
２日㈰・10月17日
㈯～18日㈰に開
催する予定です。

【問い合わせ先】
☎24－1281

　昨年度、市民団体などから提案を受け付け、実行委員会において決定した事業です。

オオズキャンドルナイト ＃６
（主催　オオズ☆ロケット団）
　１万個の廃油ろうそくや提

ちょう

灯
ちん

・行
あん

燈
どん

などで「大洲城」
周辺を彩り、市内全ての小中学生・高校生による紙
コップのキャンドルアートコンテストや書道ガール
ズによるパフォーマンス、太鼓や和楽器の演奏など
を開催する予定です。あわせて、子どもたちが絵を
描いた紙コップを使用した地上絵を作成します。
　また、各種物品販売を開催し、大洲の魅力をアピ
ールします。
　10月11日㈰に開催す
る予定です。

【問い合わせ先】
☎080（6385）0970

「中川八
はち

郎
ろう

と中野和
かず

高
たか

展」
～中央画壇に新風を吹き込んだ郷土出身の画家～

（主催　風の博物館友の会）
　郷土出身で、明治から昭和初期に中央画壇で活躍し
た「中川八郎」と「中野和高」の作品について、市立
博物館や県美術館などの協力で展覧会を開催します。
　風の博物館１階に展示を行い、期間中には記念講
演やギャラリートークの開催も予定しています。
　９月４日㈮から11月３日㈫まで開催する予定です。

【問い合わせ先】☎34－2181

お化け屋敷事業（主催　柚木一歩会）
　柚木夏まつりの会場近くの空き地に、お化け屋敷
を制作します。お化け屋敷の看板などは、市内の高
校の美術部に作成を依頼する予定です。また、マネ
キンやふすまなどで飾り付けを行い、光と闇を利用
した視覚的効果やマイクとスピーカーを使った音響
効果で、昔懐かしいお化け屋敷を演出します。
　７月19日㈰～８月28日㈮のうちで、数日開催する
予定です。

【問い合わせ先】☎090（8974）0672

合併10周年記念事業協賛第60回記念大洲市民音楽祭
（主催　大洲市音楽協会）
　合併10周年記念とあわせて、音楽協会第60回記念
大洲市民音楽祭を開催します。
▽洋楽　11月１日㈰
　地元団体とＴ

ティー

.Ｊ
ジェイ

.Ｐ.Ｐ
パ ル

.Ａ.Ｌ
　（打楽器アンサンブル）
▽邦楽　11月８日㈰
　地元団体と橋本岳

がく

人
じん

山
ざん

　（尺八）
【問い合わせ先】☎090（4789）7509

おおずバラ展～赤煉
れん

瓦
が

館と可憐なバラたち～
（主催　赤煉瓦ふれあい倶楽部）
　５月19日㈫から24日㈰まで開催しました。

公募型事業
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文化財
矢落川のゲンジボタル
発生地　
愛媛県指定天然記念物
国所有

　矢落川の上流、田処から喜多山の矢落橋に至
る約12㎞の区間が、ゲンジボタルの発生地とし
て指定されています。
　この区間は、藩政時代に植えられたメダケ類
がよく繁茂し、水流も穏やかで、さらに比較的
水質も良好です。そのため、蛍の幼虫の餌とな
るカワニナ（巻貝の一種）が生息するのに適し
ていて、毎年多くの蛍が発生しています。
　地元では「柳沢げんじぼたる保存会」が、蛍
の養殖や生息地の整備など、蛍の生息しやすい
環境を守る取り組みを続けています。また、毎
年 6 月上旬～中旬には「柳沢ほたるまつり」が
開催され、多くの見物客でにぎわいます。

（昭和3４年12月25日指定）

野　鳥

キョウジョシギ（京女鷸）
チドリ目シギ科
全長　22㎝

　広く南半球で越冬して、北極圏で繁殖するシ
ギの仲間です。その長旅の途中、日本の沿岸に
立ち寄ります。名前の由来は、シギ類の中でも
独特のカラフルな色合いのため、京都の女性の
着物をイメージしたという説と、「ギョギョギョ」
または「キョキョキョ」と聞こえる鳴き声から
つけられたという説があります。
　餌の捕り方が独特で、小石を短い嘴

くちばし

でひっく
り返し、裏側の甲殻類や昆虫、ゴカイ類を食べ
ます。普通シギの仲間は、長い嘴と足が一般的
ですが、種類によっては食べ方や捕食相手によ
って、体のつくりを進化させてきたようです。
　 1 億 5 千万年の長い進化の過程で、身の丈以
上のことをしない限り、ほかの仲間たちとの食
物の奪い合いも起こらなくなりました。新参者
の人類も、あくまで地球の一員だと気付けば、
争い事もなくなり平和な未来が訪れるような気
がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

公
的
機
関
を
か
た
る
電
話
に
気
を
つ
け
て

　

今
回
は
、﹁
公
的
機
関
を
か
た
る
不

審
な
電
話
な
ど
﹂
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

こ
ん
な
連
絡
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

市
役
所
や
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
連
絡

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
か
に
は
、
巧
み
に
個
人
情
報
を
聞

き
出
し
、
そ
の
情
報
を
悪
用
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
本
当
に
公
的
機
関
か
ら
の

連
絡
か
ど
う
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
相

手
の
所
属
機
関
名
や
氏
名
な
ど
を
聞

き
、
所
属
機
関
の
正
し
い
代
表
番
号
に

か
け
る
こ
と
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

　

電
話
帳
や
番
号
案
内
な
ど
で
確
認
で

き
な
い
機
関
名
の
場
合
に
は
、
怪
し
い

電
話
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
留
守
番
電
話
機
能
や
ナ
ン
バ

ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
活
用
す
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
警
察
署
で
は
、
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
が
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ

ー
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
こ
ん
な
電
話
が
入
っ
た
﹂、﹁
本
当

に
公
的
機
関
が
こ
の
よ
う
な
事
を
言
う

の
か
﹂
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
や
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

︵
祝
日
除
く
月
～
金
曜
日
︶

﹁
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
の
で
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
﹂

﹁
あ
な
た
の
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
。

通
帳
と
カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
﹂

﹁
年
金
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
。

貯
蓄
額
は
い
く
ら
で
す
か
﹂

﹁
あ
な
た
の
個
人
情
報
を

代
わ
り
に
削
除
し
て
あ
げ
ま
す
﹂

な
ど
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土砂災害発生の
前兆

6 月は土砂災害防止月間です
こんな現象には、注意してください

地すべりがけ崩れ土石流

▽川の水が異常に濁る
▽川の水位が激減する
▽転石の音がする
▽流木が発生する
▽土臭いにおいがする
▽地鳴りがする

▽がけから小石が落ちてくる
▽がけに亀裂が発生する
▽湧き水の濁り、停止、噴出
▽湧き水の量が増える
▽地鳴りがする
▽木の根が切れる音がする

▽井戸水が濁る
▽池や沼の水かさが急変する
▽地面に亀裂や段差が発生する
▽地面が振動する
▽樹木が傾く
▽地鳴り、山鳴りが発生する

「土砂災害危険箇所」と「土砂災害警戒区域」を確認しよう
　お住まいの場所が、「土砂災害危険箇所」または「土砂災害警戒区域」になっていないか確認し、日
ごろから土砂災害に備え、早めの避難を心がけましょう。
　「土砂災害危険箇所」は、愛媛県と大洲市のホームページで確認できるほか、お近くの公民館でも確
認することができます。また、愛媛県では、「土砂災害警戒区域」の基礎調査結果を 2 月23日に公表し
ました。調査結果は、愛媛県ホームページのほか、愛媛県大洲土木事務所、市危機管理課または建設課
でも閲覧できます。
▽愛媛県土砂災害危険箇所マップ　http://www.pref.ehime.jp/h４0700/57４3/dmap/
▽土砂災害警戒区域調査結果　http://www.pref.ehime.jp/h４0700/57４3/dosyaboushihou/kisotyousakekka_kouhyou.html
▽大洲市土砂災害危険箇所マップ　https://www.city.ozu.ehime.jp/soshiki/kikikanri/037４.html

土砂災害警戒情報に注意
　大雨警報（土砂災害）
が発表されている状況
で、土砂災害発生の危
険度がさらに高まると、
松山地方気象台と愛媛
県が共同で土砂災害警
戒情報を発表します。
　テレビやラジオなどで放送されるので、情報を
逃さないようにしましょう。

避難勧告などに注意
　大洲市は、土砂災害警
戒情報が発表されるな
ど、災害の危険度が高ま
ってくると、避難勧告な
どを発令し、防災行政無
線、広報車、緊急速報メ
ールなどにより、みなさんにお知らせします。ま
た、日ごろから指定避難所を市公式ホームページ
で確認し、避難に備えましょう。
▽大洲市指定避難所ホームページ掲載先
http://www.city.ozu.ehime.jp/soshiki/kikikanri/0371.html

イラスト提供：ＮＰＯ法人　土砂災害防止広報センター　【問い合わせ先】危機管理課　☎2４－17４2
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　毎年 6 月 1日は、大洲うかい開きの日です。
　大洲のうかいは、江戸時代ころから行われていまし
た。明治以降は衰退していましたが、昭和32年に観光
うかいとして復活し、現在では、大洲市の夏の風物詩
となっています。鵜

う

船
ぶね

と屋形船の並走距離が長いこと、
うかいの様子が近距離で見られること、一人からでも
楽しめる乗合船があることなどが、大洲のうかいの魅
力です。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲 7 月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　冨

とみ

士
す

山
やま

は大洲盆地の中心に位置し、西日本有数の
つつじの名所です。冨士山のつつじは、およそ何本
あるでしょうか。
①　約４2,000本
②　約53,000本
③　約63,000本

解答…③
解説…山頂付近は冨士山公園として整備され、約
63,000本のつつじが植えられてい
て、西日本有数のつつじの名所と
して有名です。大洲商工会議所青
年部が運営をしている冨士山観光
売店では、名物の若竹弁当をはじ
め、しぐれや月窓餅などが販売さ
れ、訪れた人の憩いの場となって
います。

【今月のクイズ】

　大洲のうかいを支えている鵜
う

の夫婦がいます。
その名前は、それぞれ何でしょうか。

①　「たろう」と「じろう」
②　「たかし」と「えみ」
③　「ゆう」と「あい」

　

大
洲
藩
13
代
藩
主
加
藤
泰
秋
は
、
弘こ
う

化か

３
年
︵
１
８
４
６
︶
11
代
藩
主
泰や
す

幹も
と

の
子
と
し
て
大
洲
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

元げ
ん

治じ

元
年
︵
１
８
６
４
︶
５
月
、
兄
で

12
代
藩
主
泰や
す

祉と
み

の
政
事
相
談
役
に
任
じ

ら
れ
ま
す
が
、
８
月
、
兄
の
急
死
に
よ

り
19
歳
で
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
秋
が
藩
主
に
就
任
し
た
こ
ろ
は
、

幕
末
の
動
乱
時
期
で
あ
り
、
藩
の
去き
ょ

就し
ゅ
う

を
判
断
す
る
た
め
、
慶け
い

応お
う

２
年
︵
１

８
６
６
︶
か
ら
数
回
に
わ
た
り
土
佐
藩

に
使
者
を
派
遣
し
て
情
報
収
集
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
慶
応
３
年
︵
１
８
６

７
︶
10
月
、大た
い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

が
行
わ
れ
る
と
、

形
勢
査
察
の
た
め
に
長
州
藩
へ
使
者
を

遣
わ
し
、
上
京
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ

て
い
た
長
州
藩
と
の
間
で
、
大
洲
藩
が

警
衛
し
て
い
た
西
宮
か
ら
藩
兵
を
上
陸

さ
せ
る
密
約
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
荷
物
の
陸
揚
げ
、
宿
の
割
り
付

け
を
は
じ
め
、
提ち

ょ
う

灯ち
ん

・
合あ

い

印じ
る
し

な
ど
大
洲

藩
の
も
の
を
使
用
さ
せ
る
な
ど
、
藩
を

挙
げ
て
長
州
藩
兵
の
上
陸
援
護
を
行
い

ま
し
た
。

　

慶
応
４
年
︵
１
８
６
８
︶、
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

戊ぼ

辰し
ん

戦
争
で
は
、
大
洲
藩
は
２
小
隊

︵
武ぶ

成せ
い

隊た
い

︶
約
１
２
０
人
を
派
遣
し
、

東
北
地
方
ま
で
転
戦
し
ま
し
た
。
大
洲

の
八
幡
神
社
に
は
、
今い
ま

泉い
ず
み

村
︵
現
在

の
福
島
県
須す

賀か

川が
わ

市
︶
ま
で
転
戦
し
た

武
成
隊
の
様
子
を
描
い
た
絵
馬
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明め
い

治じ

元
年
︵
１
８
６
８
︶、
泰
秋
は
、

明
治
天
皇
の
東と
う

京き
ょ
う

行ぎ
ょ
う

幸こ
う

に
際
し
て
、

行
列
の
前ぜ
ん

駆く

を
任
さ
れ
ま
す
。
騎
馬
で

藩
兵
を
率
い
て
先
導
す
る
泰
秋
の
姿

は
、
大
洲
藩
の
有
終
の
誉ほ
ま
れ

を
飾
る
も
の

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
４
年
︵
１
８
７
１
︶
の
廃
藩
置

県
後
は
東
京
へ
移
住
し
、
５
年
間
明は
る
の
み
や宮

︵
の
ち
の
大
正
天
皇
︶
に
奉
仕
す
る
と
、

大
正
15
年
︵
１
９
２
６
︶、
東
京
に
お

い
て
81
歳
で
没
し
ま
し
た
。

加 

藤 

泰 

秋
（
か
と
う
や
す
あ
き
）

加藤泰秋の墓所（龍
りょう

護
ご

山）

大洲藩主加藤家の文化財（最終幕）
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地域づくりに貢献

藤田　貞
さだ

雄
お

さん

（五　郎）

環境美化に貢献

尾上　清
きよのり

則さん
（肱　南）

地域づくりに貢献

井上　光
みつ

子
こ

さん

（南久米）

地域づくりに貢献

西尾　義
よしつぐ

繼さん
（田　口）

「感謝の気持ちを忘れずに」
　五郎地区に大洲を代表する観光名所を、という思
いから平成 3 年に五郎花を愛する会を結成しまし
た。
　農家ならではの知恵と技術を生かして毎年菜の花
まつりを開催し、平成25年には国土交通省から感謝
状を頂戴できたのも、先人たちの努力と地区住民の
協力や団結、思いやりの賜物だと思っています。
　今までどおり、菜の
花を多くのみなさんに
楽しんでもらえるよ
う、まずは自分たちが
楽しんで続けることが
目標です。

「憩いの場をいつまでもきれいに」
　私は長年にわたり、大洲市公園等施設管理推進協
議会の会長を務めさせていただきました。また、私
の住む大洲13区は、大洲城の内堀菖蒲園を清掃して
いることもあり、人一倍、内堀菖蒲園に愛着があり
ます。
　私自身の活動日は「気になった時」。除草やゴミ
拾いをはじめ、繁殖に取り組んだメダカやヘイケボ
タルの様子も見守っています。
　市民や観光客に楽し
んでもらうため、これ
からも微力ながら、住
みよい地域のまちづく
り活動を続けていきた
いと思っています。

「世代を超えたふれあいを」
　私は現在、南久米老人クラブ会長としての活動の
ほかに、毎年11月に女性学級の「干支のちぎり絵教
室」、12月には公民館事業の「しめ縄づくり」の講
師をしています。
　地域には、すばらしい歴史があります。その古き
良きものを継承していくには、言葉で伝えるよりも
実際に経験してもらうことが重要だと私は考えてい
ます。
　今後は、地域の子ど
もたちを含めた世代間
交流の機会を増やすな
ど、体験型行事にも力
を入れたいと思ってい
ます。

「親から子、子から孫へ」
　私が田口地区老人会会長として携わった事業の一
つに、平成13年度にスタートした「三世代交流ふれ
あいたんぼ」があります。水稲やトウモロコシ、サ
トイモなどの植え付けと収穫のほか、どんど焼きや
節分豆まきなどを通じ、近隣住民の世代間交流と子
どもたちの健全育成を図ってきました。
　私たちはもちろん、
子世代が積極的にかか
わることで、孫世代の
感謝の心や共助の心が
育まれることを願って
います。
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平成26年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ ４ 個人、９ 団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰



地域の子どもたちの成長を願って
～大川鯉のぼり川渡し～

　今年で 8 回目を迎える、大川鯉のぼり祭が大川公民
館前広場で開催されました。
　会場では、寄贈された鯉のぼり約200匹が雄大に泳
ぎ、大成保育所児童と肱流苑利用者手作りの鯉のぼり
が祭りに花を添えていました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、出店や催し物が
あり、多くの人でにぎわいました。

5 月 3 日㈰

6 年 4 カ月で100万人
～市立図書館入館者100万人達成～

　平成21年 1 月に開館した市立図書館の入館者が、こ
の日100万人に到達しました。
　大洲市長から記念証と記念品などを受け取った德田
夕
ゆ

希
き

子
こ

さん親子（徳森）は、「まさか自分が100万人目に
なるとは思っていなかったので、びっくりすると同時に
うれしく思う。これからも、図書館を利用したい」と喜
びを話されました。

第一ゲート通過
～鹿野川湖ゲートボール大会～

　春の鹿野川湖周遊企画のイベントのひとつ、鹿野川
湖ゲートボール大会が、肱川町大

おお

駄
だ

場
ば

ふれあい広場で
開催されました。大洲市内はもとより、宇和島市や伊
方町から2４チーム1４5人が参加しての大会となりまし
た。
　前日の雨もあがり、選手たちは快晴のなか、日ごろ
の練習の成果を発揮し、熱戦を繰り広げました。

4 月22日㈬5 月10日㈰

年に一度の一般公開
～沖浦観音春季大祭～

　長浜町沖浦の萬
ばん

松
しょう

山
ざん

瑞
ずい

龍
りょう

寺
じ

で、沖浦観音春季大祭
が開催されました。この日は、国の重要文化財「木造
十一面観音立像」が一般公開されることから、市内外
から多くの人が訪れました。
　正午に始まった餅まき・福まきでは、餅と一緒にく
じが入った竹筒もまかれ、一つでも多くの福を手に入
れようと大きな歓声が上がっていました。

4 月17日㈮
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大
和
小
学
校
と
長
浜
小
学
校
が
統
合

～
大
洲
市
学
校
統
合
合
意
書
調
印
式
～　

　小澤功
いさお

さん（大洲地区：再任）、相原敏
とし

幸
ゆき

さん（長

浜地区：再任）、今宮雅
まさ

司
し

さん（肱川地区：新任）、

河本治
おさむ

さん（河辺地区：新任）の ４ 人が ４ 月 1 日付

けで、総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。

　行政相談委員は、住民のみなさんの行政に関する

苦情や意見・要望をお聞きし、みなさんと市役所な

どの間に立ち、公平・中立的立場で相談に乗ります。

　相談は無料で、秘密は厳守されますので、お気軽

にご相談ください。各地区の相談場所および日時は、

広報大洲2４ページに掲載しています。

　行政相談委員に委嘱
　行政相談委員として尽力された功績をたたえ、
櫻田和

かず

明
あき

さん（肱川地区）に総務大臣感謝状が、
梅木キヨカさん（河辺地区）に愛媛行政評価事務
所長感謝状が贈呈されました。
　贈呈にあたり、櫻田さんは「私の担当地域は、
平穏な地域で、相談件数はあまりなかったが、少
しでも地域の人の役に立てたことをうれしく思う」
と述べられ、梅木さんは「あっという間に 2 年間
が過ぎた。私の担当地域でも、高齢化が進み、相
談者も年々減少している。今後も経験を生かし地
域の人の役に立ちたい」と述べられました。

　�退任行政相談委員へ総務大臣
感謝状などを贈呈

河本さん 今宮さん 相原さん 小澤さん

　

大
和
小
学
校
と
長
浜
小
学
校
と
の
統

合
合
意
書
調
印
式
が
４
月
26
日
㈰
、
大

和
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
で
清
水
市
長
は
、
閉
校
と
な
る

大
和
小
学
校
区
の
英
断
に
謝
意
を
示
す

と
と
も
に
﹁
過
疎
化
・
少
子
化
の
影
響

と
は
い
え
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

築
い
て
き
た
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と

に
な
っ
た
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
将
来
を
見
据
え
、
今
後
の
教
育
環
境

の
整
備
と
地
域
振
興
に
力
を
尽
く
し
た

い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
統
合
合
意
書
へ
の
署

名
後
、
両
校
区
の
統
廃
合
検
討
委
員
会

の
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
大
和

小
学
校
の
叶か
な

岡お
か

葊ひ
ろ

志し

委
員
長
は
﹁
校
舎

の
耐
震
強
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
安
全
に
安
心
し

て
通
学
さ
せ
る
た
め
に
話
し
合
い
、
今

回
の
合
意
を
決
断
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

地
域
住
民
が
一
致
団
結
し
て
活
性
化
に

取
り
組
み
た
い
﹂
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
長
浜
小
学
校
の
湊み
な
と

隼は
や

人と

委
員

長
は
﹁
大
和
小
学
校
の
１
４
０
年
の
歴

史
を
、
こ
れ
か
ら
長
浜
小
学
校
が
受
け

継
い
で
い
く
。
児
童
数
が
増
え
る
の
で

設
備
が
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
印
に
よ
り
、
両
校
は
平
成

28
年
４
月
に
統
合
し
、
新
た
な
﹁
長
浜

小
学
校
﹂
と
し
て
の
歴
史
を
刻
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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第
51
回　

新
就
職
者
激
励
大
会

　市役所長浜支所において ４ 月27日㈪、大洲消防署
より三

み

秋
あき

雅
まさ

義
よし

さん（柴）に感謝状が贈呈されました。
　三秋さんは、 ４ 月1４日㈫午前 8 時ころに、大洲市
柴で発生した建物火災現場において、11９番通報を
行うとともに、水バケツを使用して初期消火を行い、
被害を最小限に抑えました。
　今回の受賞に対し「当然のことをしただけで、感
謝状をもらうほどのことをしたとは思っていない。
これからも、少しでも地区の被害が無くなるよう、
注意していきたい」と受賞の喜びを語られました。

　初期消火者に感謝状を贈呈
　全国土地改良事業団体連合会が行っている全国

土地改良功労者表彰で、肱川町土地改良区が銀章

（団体表彰）を受賞しました。

　肱川町土地改良区は、昭和61年 2 月にも同表彰

の銅章を受賞しています。その後も今日まで役員

および受益者が一致団結し、農業経営の合理化・

近代化のため農業基盤を整備し、地域農業の発展

のために寄与してきたことが高く評価され、今回

の受賞につながりました。

　�肱川町土地改良区が銀章を受賞
　～地域農業の振興に貢献～

　

４
月
17
日
㈮
、
新
就
職
者
激
励
大
会

が
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
で
開
催
さ
れ
、
新

就
職
者
72
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
清
水
市
長
は

﹁
幅
広
い
交
友
関
係
を
持
つ
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
大
洲
市
の
歴
史
・
文

化
の
伝
承
を
担
う
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
社
会
人
の
先
輩
で
あ
る
、
丸

三
産
業
株
式
会
社
近
藤
愛あ
い

佳か

さ
ん
が﹁
ま

ず
は
、
職
場
の
先
輩
や
同
僚
、
上
司
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
職

場
に
慣
れ
て
ほ
し
い
。
若
さ
と
情
熱
を

も
っ
て
自
己
研
さ
ん
に
励
み
、
楽
し
み

な
が
ら
自
分
の
道
を
切
り
開
い
て
ほ
し

い
﹂
と
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
就
職
者
を
代
表
し
て
、
愛
媛
た
い

き
農
業
協
同
組
合
津
田
真し
ん

吾ご

さ
ん
と
株

式
会
社
愛
媛
銀
行
大
洲
支
店
往
田
紫し

織お
り

さ
ん
が
﹁
郷
土
の
偉
大
な
先
輩
に
一
歩

で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
、
な
す
べ
き
こ
と
を
見
つ

け
、
明
る
い
未
来
に
向
け
て
行
動
し
た

い
。
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
一
層
の

自
己
啓
発
に
努
め
、
地
域
の
伝
統
や
文

化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
元
の
産
業

の
発
展
や
温
も
り
の
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
﹂と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
と
新
就
職
者
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
、
新
就
職
者
が
抱
負

や
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

今宮雅
まさ

司
し

理事長（左）と宮田章
あきら

前理事長
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，
15
夏
休
み　

親
と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト

～
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
記
念　

小
山
実み
ち稚
恵え

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
～

　

小
山
実
稚
恵
さ
ん
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
、
シ
ョ
パ
ン
の
二
大
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
入
賞
し

て
以
来
、
人
気
・
実
力
と
も
に
日
本
を

代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
小
山
さ
ん
が
、
今
年

デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
記
念

の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
、
バ
ッ
ハ
、
シ
ョ
パ
ン
の
名

曲
の
数
々
を
じ
っ
く
り
と
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日　

時
】
７
月
19
日
㈰

午
後
７
時
～

※
開
場　

午
後
６
時
30
分

【
場　

所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
主　

催
】

大
洲
市
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
、

親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会

【
入
場
料
】︵
全
自
由
席
︶

▽
前
売
券　

１
０
０
０
円

▽
当
日
券　

１
５
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
】

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
、
市
内
各
公
民
館
、

市
立
図
書
館
、
市
立
博
物
館
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
親
子
で
よ
い
音
楽

を
き
く
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
�
９
９
９
３

親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会

☎
㉔
５
０
２
３
︵
楠
崎
︶

※ 

駐
車
場
は
、
大
洲
市
観
光
駐
車
場
、

大
洲
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市
役

所
立
体
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　バレーボール教室参加者募集
　えひめ国体ＰＲ事業の一環として、「バレーボール
教室」を開催します。
　教室では、元全日本代表の山本隆

たか

弘
ひろ

さんのほか、
Ｖ・プレミアリーグで活躍中のパナソニックパンサ
ーズの現役選手 3 人が指導してくれます。
　チームでも個人でも無料で参加できますので、ト
ップアスリートと一緒に汗を流しませんか。
　バレーボール未経験者も大歓迎です。

【日　時】 8 月 7 日㈮
午後 6 時30分～ 8 時30分

【場　所】大洲市総合体育館
【募集定員】100人（一般50人、小中学生50人）
※定員を超えた場合は、抽選を行います。
※ 参加決定者にのみ、 7 月中旬ころに参加案内を送

付します。
【申込期間】 6 月 1 日㈪～30日㈫　※午後 5 時必着
【申し込み方法】
　担当課で配布する参加申込書に必要事項を記入の
うえ、郵送、ＦＡＸ、持参のいずれかの方法で担当
課まで提出してください。

　なお、夜間に開催するため、申込者が18歳未満の
場合は、保護者の同意が必要です。

【その他】
　観覧は、参加者のご家族、指導者、引率者のほか
一般の人も可能です。

【問い合わせ先】
えひめ国体推進課　☎57－９９９5
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�

平
成
27
年
度
大
洲
市
う
る
お
い
の
里
づ
く
り

　

事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
住
み
よ
い
快
適
な
う
る
お

い
の
里
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
自
治

会
や
伝
統
芸
能
保
存
会
に
対
し
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
な
ど
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
対
象
種
目
】

▽
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
︵
ミ
ニ
公
園
︶

　

…
広
場
、
土
俵
な
ど

▽
観
光
交
流
資
源
整
備　

　

…
観
光
地
、
景
勝
地
な
ど

▽
伝
統
芸
能
・
文
化
の
保
存
育
成

　

…
太
鼓
、
獅
子
舞
な
ど

【
補
助
対
象
団
体
】

協
議
会
、
保
存
会
な
ど
で
組
織
が
明
確

な
団
体

【
申
請
方
法
】

　

事
業
計
画
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
観

光
ま
ち
づ
く
り
課
、
各
支
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
、
各

支
所
・
公
民
館
・
連
絡
所
に
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
計
画
書
提
出
期
限
】

６
月
30
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
㉔
１
７
１
７

　大洲市職員を募集します

獅子舞備品整備事業
（肱南獅子保存会）

大川鯉のぼり活性化事業
（大川鯉のぼり川渡し実行委員会）

【共通受験資格】
▽日本国籍を有する人
▽地方公務員法第16条（成年被後見人など）に該当しない人

【受付期間】 6 月 1 日㈪～1９日㈮

【問い合わせ先】総務課　☎2４－1723　※詳細は、市公式ホームページでもご覧になれます。

採用予定職種 人数 受験資格

事務職（大学卒） 10人程度 昭和57年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、平成28年 3 月末までに大学卒業（見込み）
の人

技術職・土木（大学卒） 3 人程度 昭和57年 ４ 月2日以降に生まれた人で、大学において土木工学に関する学科を専
攻し平成28年 3 月末までに大学卒業（見込み）の人

技術職・建築 若干名
昭和57年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、大学において建築工学に関する学科を
専攻し平成28年 3 月末までに大学卒業（見込み）の人
もしくは、昭和50年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、 1 級建築士の資格を有する人

保育士・幼稚園教諭 6 人程度 昭和57年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格と幼稚園教諭免許の両方
を有する人または平成28年 3 月末までに資格取得見込みの人

図書館司書 若干名 昭和57年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、図書館司書の資格を有する人または平
成28年 3 月末までに資格取得見込みの人
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�「

知
事
と
み
ん
な
の
愛え
顔が
おで
ト
ー
ク
」
の
傍
聴
者
募
集
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
で
は
、
知
事
が
地
域
に
出
か

け
、
地
域
住
民
と
気
軽
に
意
見
交
換
を

行
い
、地
域
の
意
見
と
要
望
を
把
握
し
、

可
能
な
も
の
か
ら
県
政
に
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
、﹁
知
事
と
み
ん
な
の

愛
顔
で
ト
ー
ク
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
議
で
は
、﹁
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛
媛

づ
く
り
﹂
に
つ
い
て
、
知
事
が
地
域
の

み
な
さ
ん
に
直
接
お
話
し
し
ま
す
。

　

傍
聴
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
７
月
13
日
㈪

午
後
２
時
30
分
～
５
時

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
定　

員
】
50
人
︵
先
着
順
︶

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
申
し
込
み
方
法
・
締
め
切
り
】

　

７
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
郵
便
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
︵
連
絡
︶

し
、
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
８
・
８
５
１
１

宇
和
島
市
天
神
町
７
番
地
１

愛
媛
県
南
予
地
方
局
地
域
政
策
課

☎
０
８
９
５
︵
２
２
︶
５
２
１
１

︵
内
線
２
１
５
︶

℻
０
８
９
５
︵
２
５
︶
３
７
２
４

E-m
ail:nan-seisaku@

pref.ehim
e.jp

　市立大洲病院職員を募集します

　

�「
愛え

顔が
お
」
あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
写
真
募
集

　

愛
と
笑
顔
が
結
ば
れ
て
生
ま
れ
た

﹁
愛
顔
﹂。
県
で
は
７
月
31
日
㈮
ま
で
の

間
、
愛
顔
あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
お
よ
び
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門

自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ
れ
ば

ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

【
応
募
規
定
】

日
本
語
で
８
０
０
字
以
内

※
原
稿
用
紙
2
枚
以
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
９
７
２

写
真
部
門

愛
顔
の
写
真
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不

問【応
募
規
定
】

５
Ｍ
Ｂ
以
下
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ

※
フ
ィ
ル
ム
の
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
も
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

学
校
法
人
河
原
学
園
学
園
本
部

﹁
愛
顔
の
写
真
館
え
ひ
め
﹂作
品
募
集
係

☎
０
８
９
︵
９
４
３
︶
５
３
３
３

【受験資格】
▽日本国籍を有する人
▽地方公務員法第16条（成年被後見人など）に該当しない人

【受付期間】 6 月 1 日㈪～26日㈮

【問い合わせ先】市立大洲病院　☎2４－2151
※詳しくは、市立大洲病院ホームページをご覧ください。

採用予定職種 人数 受験資格

薬剤師 若干名 昭和60年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、薬剤師の免許を有する人または平成28
年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

臨床工学技士 若干名 昭和60年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、臨床工学技士の免許を有する人または
平成28年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

管理栄養士 若干名 昭和60年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、管理栄養士の免許を有する人または平
成28年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

看護師 若干名 昭和50年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人または平成28
年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人
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　地域経済の活性化と交流人口の増加を目的に、
プレミアム付き旅行券を発売します。
　旅行券は、市内の観光施設や宿泊施設の支払
いに使える、販売価格 1 万円の「フリー旅行共
通券（1,000円券×13枚つづり）」と、うかいな
どをパックにした「ふるさと旅行チケット」の
2 種類です。
　 5 月下旬から販売を開始し、数量限定となっ
ています。お早めにお買い求めください。

【問い合わせ先】
大洲観光総合案内所　☎57－6655
http://www.kurarinet.jp
観光まちづくり課　☎2４－1717

　市では、各種イベントなどにおけるトイレ問
題の解決を図るため、トイレを備えた車両「ト
イレカー」を整備しました。
　環境美化活動やスポーツ、文化、イベント活
動などの公益活動を行う市内の団体に対して、
市の業務に支障のない範囲内でトイレカーを貸
し出します。
　申請手続きのほか、ご不明な点などがありま
したら、お問い合わせください。

車　　種 仕　　様 貸出料金
（使用日数 1 日当たり）

軽トラック 洋式 1・小便器 1 800円

3 トントラック 洋式 5 1,000円

※ 貸出料金のほか、燃料費その他の実費（くみ取り
料金など）についても、使用団体の負担となります。

※ 貸出日は、12月2９日から翌年 1 月 3 日までの日お
よび市長があらかじめ定めた日以外。

【問い合わせ先】
観光まちづくり課　☎2４－1717

　�プレミアム付き「ふるさと旅行券」
を発売します　トイレカー貸出制度について

　

６
月
１
日
㈪
か
ら
、
大
洲
の
夏
の
風

物
詩
う
か
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

脱
藩
の
際
に
坂
本
龍り
ょ
う

馬ま

が
下
っ
た
と

さ
れ
る
肱
川
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
う
か
い
を
、
ご
家
族
や
親
し
い
仲
間

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
お
得
な
ふ
る

さ
と
旅
行
券
も
使
え
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

▽
夜
う
か
い

　

６
月
１
日
㈪
～
９
月
20
日
㈰

▽
昼
う
か
い

　

 

６
月
か
ら
９
月
の
毎
週
日
曜
日
お
よ

び
８
月
13
日
㈭
～
15
日
㈯
︵
お
盆
︶

【
乗
船
料
金
】
下
記
の
と
お
り

【
乗
船
場
所
】

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ
・
臥
龍
山
荘
下

ほ
か

※ 

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
案
内
・
申
し
込
み
先
】

大
洲
観
光
総
合
案
内
所

☎
�
６
６
５
５

タイプ 夜うかい 昼うかい

乗
合
船

標　　　準
（乗船＋お食事）

大　人 6,000円 大　人 ４,000円
小　人 ４,500円 小　人 2,500円

宿泊セット
（乗船＋お食事＋宿）

大　人 11,000円 ※ 宿泊セットは送迎付です。ただし、予約状況に
よっては、ご希望に添えない場合もございます。小　人 ９,500円

貸
切
船

小型船
（定員10人まで）

16,000円
　（ 8 人まで／ ９ 人目から 1 人2,000円加算）
　　＋御船料理3,000円～（税別）

12,000円
　（ 8 人まで／ ９ 人目から 1 人1,500円加算）
　　　 ＋御船料理（鮎ちらし弁当／1,500円・
　　　　お子様弁当／500円（税別））

大型船
（定員18人まで）

2４,000円
　（12人まで／13人目から 1 人2,000円加算）
　　＋御船料理3,000円～（税別）

18,000円
　（12人まで／13人目から 1 人1,500円加算）
　　　 ＋御船料理（鮎ちらし弁当／1,500円・
　　　　お子様弁当／500円（税別））
※大人は、中学生以上。小人は、 3 歳児以上。

うかいシーズンスタート
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み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
～

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
人
権
問
題
で
お

困
り
の
人
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
か
松
山
地
方
法
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
法
務
局

︵
最
寄
り
の
法
務
局
へ
接
続
︶

☎
０
５
７
０
︵
０
０
３
︶
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
の
日
12
時
間
電
話
相
談

【
相
談
内
容
】

家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係
な
ど
に
お
け
る

人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

︵
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
︶

【
日　

時
】
６
月
１
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
９
時

【
電
話
番
号
】

☎
０
１
２
０
︵
４
５
９
︶
７
３
７

※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
電
話
相
談

【
相
談
内
容
】

子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談

︵
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
︶

【
日　

時
】

▽
６
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
６
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
電
話
番
号
】

全
国
統
一
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︵
０
０
７
︶
１
１
０

※ 

携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可

　

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
相
談
は
不
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
９
︵
９
３
２
︶
５
７
９
８

　市政は、市民のみなさんの信託のもと、常に
市民に開かれたものとして運営されなければな
りません。
　大洲市情報公開条例は、「市民の市政に対する
理解と信頼を深め、市民参加による公正で民主
的な開かれた市政を推進する」ために制定され
たものです。

　大洲市における個人情報取扱事務の届出件数
は、3,288件です。
　また、平成26年度の個人情報の開示などの請
求については、 5 件の開示請求がありました。
　その処理状況は、次のとおりです。

　�平成26年度
　情報公開制度の運用状況

　�平成26年度
　個人情報保護制度の運用状況

【
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

上か
み

野の

マ
リ
ヱ
︵
大　

洲
︶

松
田　

智と
も

子こ

︵
西
大
洲
︶

上
田　
　

弘ひ
ろ
し

︵
若　

宮
︶

楠
﨑　

陽よ
う

子こ

︵
北　

只
︶

松
岡　

昇し
ょ
う

平へ
い

︵
成　

能
︶

松
岡　
　

強つ
よ
し

︵
八
多
喜
町
︶

山
本　

康や
す

幸ゆ
き

︵
喜
多
山
︶

鎌
田　

悦え
つ

生お

︵
長
浜
町
下
須
戒
︶

矢
間
栄え

つ津
美み

︵
長
浜
町
今
坊
︶

吉
田
三み

よ

こ
代
子
︵
肱
川
町
中
居
谷
︶

鳥
越　
　

寛ひ
ろ
し

︵
肱
川
町
山
鳥
坂
︶

長
岡
眞ま

り

こ
理
子
︵
河
辺
町
植
松
︶

福
見
都と

志し

子こ

︵
河
辺
町
川
崎
︶

平成26年度情報公開制度の運用状況
公文書公開請求 ９ 件 

公開決定など

公開決定 8 件 
うち全部公開 0 件 
　　部分公開 8 件 
非公開決定 0 件 
その他 1 件 

不服申し立て 0 件 
（平成26年 ４ 月 1 日～平成27年 3 月31日）

【問い合わせ先】
情報管理課情報統計係　☎2４－2111（内線375）

個人情報の請求件数と処理状況

請求
区分

請求
件数 開示 不開示 請求

取下げ
不服

申し立て

市　長 開示 1 件 1 件 0 件 0 件 0 件

農　業
委員会 開示 2 件 2 件 0 件 0 件 0 件

病　院
事　業
管理者

開示 2 件 2 件 0 件 0 件 0 件

合　計 5 件 5 件 0 件 0 件 0 件
（平成26年 ４ 月 1 日～平成27年 3 月31日）

【問い合わせ先】
情報管理課地域情報係　☎2４－2111（内線373）
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新
た
に
２
件
が
愛
媛
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定

　

市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
し
た｢
無ぶ

じ事
喜き

じ地
の
タ
ブ
ノ
キ
﹂
と

﹁
豊
茂
の
ス
ダ
ジ
イ
﹂
の
２
件
が
、
３

月
27
日
付
け
で
愛
媛
県
指
定
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
内
の
県
指

定
文
化
財
は
36
件
︵
う
ち
天
然
記
念
物

は
12
件
︶
と
な
り
ま
し
た
。

　

無
事
喜
地
の
タ
ブ
ノ
キ
は
、
肱
川
下

流
域
右
岸
の
長
浜
町
今
坊
地
区
の
無
事

喜
地
集
落
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
樹
齢

約
３
０
０
年
、
樹
高
約
15
メ
ー
ト
ル
、

幹
周
り
７
・
４
メ
ー
ト
ル
で
、
幹
周
り

は
県
内
最
大
で
、
全
国
的
に
も
巨
木
の

レ
ベ
ル
に
あ
る
も
の
で
す
。
枝
張
り
は

半
径
11
～
15
メ
ー
ト
ル
で
、
半
球
状
に

広
が
る
見
事
な
樹
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

豊
茂
の
ス
ダ
ジ
イ
は
、
肱
川
下
流
域

左
岸
の
豊
茂
地
区
の
山さ

じ神
坊ぼ
う

集
落
に
所

在
し
て
い
ま
す
。
樹
齢
約
４
０
０
年
、

樹
高
約
18
・
５
メ
ー
ト
ル
、
根
元
か
ら

枝
分
か
れ
し
て
８
本
の
幹
と
な
っ
て
四

方
に
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
主
幹
の
幹

周
り
は
６
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
れ
は
県

内
で
最
大
級
の
も
の
で
す
。枝
張
り
は
、

東
西
約
34
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
32
メ
ー

ト
ル
に
も
広
が
る
大
木
で
す
。

　

無
事
喜
地
の
タ
ブ
ノ
キ
は
、
某
企
業

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
登
場
す
る
木
に
も

似
た
美
し
い
樹
姿
で
す
。
ま
た
、
豊
茂

の
ス
ダ
ジ
イ
は
、
あ
た
か
も
一
つ
の
森

の
よ
う
な
大
迫
力
で
、
ま
さ
に
圧
巻
の

一
言
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
�
９
９
９
３

　国土調査（地籍調査）とは、一筆ごとの土地
について、その所有者や地番、地目および境界
に関する調査確認を行い、境界に関する測量や
面積を測定した後、その成果として、地図（地
籍図）と簿冊（地籍簿）を作成するため、調査
を行うものです。
　調査結果は、まちづくり、公共事業、税務、
災害復旧など、土地に関するさまざまな分野で
利活用されます。
　調査に先立って、地元説明会を開催し、関係
地権者のご協力を求め、地籍調査を始める体制
をつくります。該当者には案内を送付しますの
で、参加をお願いします。

【実施区域】
新谷・菅田・長浜のそれぞれ一部

【問い合わせ先】
農山漁村整備課国土調査係
☎2４－17４3

　現在、児童手当を受給している人に対し「児
童手当・特例給付現況届」を 6 月上旬に送付し
ます。 6 月末までに必要事項を記入のうえ、子
育て支援課または各支所に提出してください。
　この現況届は、児童手当法において児童手当
を受けている人全員に提出が義務付けられてい
て、受給者の前年の所得状況や 6 月 1 日現在で
の養育状況などを確認するためのものです。

※ 現況届が提出されない場合は、 6 月分以降の
支払いが受けられなくなります。

【問い合わせ先】
子育て支援課　　☎2４－5718
長浜支所　　　　☎52－1113
肱川支所　　　　☎3４－23４7
河辺支所　　　　☎3９－2111

　�国土調査を実施します　�児童手当受給者のみなさんへ

無事喜地のタブノキ
※ 長浜町晴海から県道330号（藤縄長浜線）を戒

かい

川
かわ

方向へ。無事喜地集会所そば。

豊茂のスダジイ
※ 大和橋から県道28号（長浜保内線）を出石寺方

向に向かい、途中左折して山神坊集落へ。

広報大洲 ６月号 18

お し ら せ



　中山間地域では、過疎化や高齢化、また平地と比べて農業生産条件が不利であることから、中山間地域が持つ多
面的機能が低下しています。耕作放棄の発生を防ぎながら、農業生産活動などを継続し、多面的機能を維持してい
くためにこの事業を実施します。

【事業年度】　　　　平成27年度～31年度（ 5 年間）

【事業内容】
　⑴対象地域　　　大洲市全域の集落単位
　⑵対象農用地　　次の全てに該当する農地
　　ア　農業振興地域整備計画に該当する農用地であること
　　イ　 1 ha以上のまとまりがあること（共同活動があれば飛び地も含める）
　　ウ　耕作放棄されていないこと
　　エ　次の傾斜があること

中山間地域等直接支払事業 第 4 期対策が始まります

地目 区分 条　件 団地の例

田 急傾斜地 1 ／20以上 横100ｍ、高さ 5 ｍ
緩傾斜地 1 ／100以上 1 ／20未満 横100ｍ、高さ 1 ｍ

畑 急傾斜地 15度以上 横100ｍ、高さ27ｍ
緩傾斜地 8 度以上15度未満 横100ｍ、高さ1４.1ｍ

　⑶対象行為　集落協定または個別協定に基づき、 5 年間以上継続される農業生産活動など
　⑷対　象　者　集落協定に基づき、 5 年間以上継続して農業生産活動などを行う農業者など
　⑸交付単価　〈10ａ当たり／年〉

区　分 基礎単価（ 8 割単価） 体制整備単価（満額単価）
急傾斜 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

田 16,800円 6,４00円 21,000円 8,000円
畑 ９,200円 2,800円 11,500円 3,500円

　⑹集落協定に求められる活動内容
　　▽基礎単価分
　　　 5 年間の農地管理活動などとして、次の要件を満たす活動を実施する。

　　▽体制整備単価分（基礎単価分の要件に加えて実施する）
　　　◎農用地保全マップの作成
　　　　活動内容や範囲を定めた集落図面に、水路や農道の補修計画などを記入
　　　◎次のＡ～Ｃ要件のうち、 1 つ以上実施

【申し込み・問い合わせ先】
　　農林水産課　☎2４－2111（内線226）　　長浜支所　　☎52－1112
　　肱川支所　　☎3４－2336　 　　　　　河辺支所　　☎3９－211４
　※ 初年度からの実施申し込み期限は、 6 月15日㈪とします。その後も受け付けは随時行いますが、交付対象は次

年度からになります。

要　件 活動項目

農業生産活動など ○集落マスタープラン（集落が目指す将来像とその実現に向けた活動計画）の
作成　○耕作放棄の防止などの活動　○水路、農道などの管理活動

多面的機能増進活動の実施 ○土壌流出に配慮した営農　○景観作物の作付け　○棚田オーナー制度の実施
○グリーンツーリズムの実施など

■Ａ要件（①～⑤の項目から 2 つ以上選択）
①機械・農作業共同化　②高付加価値型農業　③農業生産条件の強化　④担い手への農地集積　⑤担い手への農作
業の委託
■Ｂ要件（①～③の項目から 1 つ以上選択）
①新規就農者などによる農業生産　②農産物の加工・販売　③消費・出資の呼び込み
■Ｃ要件　高齢などの理由で耕作継続が困難となった場合のサポート体制の構築

急傾斜 緩傾斜
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国
民
年
金
保
険
料
追
納
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
定
額
の
保
険
料
を

納
め
た
場
合
に
比
べ
て
、
老
齢
基
礎
年

金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
を
受
け
た
期
間
か
ら

10
年
以
内
︵
例
え
ば
平
成
27
年
５
月
分

は
平
成
37
年
５
月
末
ま
で
︶で
あ
れ
ば
、

申
し
出
に
よ
り
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
れ
を
追
納
制
度
と
い
い
、

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
追
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
担

当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
に
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
金

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
す
で

に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て
い

る
場
合
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
︵
９
２
５
︶
５
１
０
５

保
険
年
金
課　
　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
㊴
２
１
１
３

　歯と口の健康を守りましょう　～おくりたい　未来の自分に　きれいな歯～

　

�

風
水
害
へ
の
備
え　
～
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

　

梅
雨
の
時
期
に
は
、
水
害
や
土
砂
災

害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
風
水
害

の
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
洪
水
や
高

潮
、
土
砂
崩
れ
、
竜
巻
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
の
特
徴
と
し

て
は
、
地
震
災
害
な
ど
と
異
な
り
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
事
前
に
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

前
も
っ
て
情
報
を
集
め
、
事
前
に
対

策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

事
前
対
策

▽  

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
気
象
情
報

を
収
集
す
る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
の

危
険
が
あ
る
地
域
で
は
、
雨
量
な
ど

を
し
っ
か
り
確
認
し
て
お
く
。

▽ 

停
電
や
浸
水
に
備
え
、
非
常
持
ち
出

し
品
な
ど
の
点
検
や
準
備
を
す
る
。

▽ 

災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
避
難
場
所
や

避
難
方
法
に
つ
い
て
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
く
。

▽ 

危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
す

る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
㉞
２
８
５
１

　毎年 6 月 ４日～10日は、歯と口の健康週間です。
８
ハチ

０
マル

２
ニイ

０
マル

を目指して、この機会に歯と口のチェック
をしましょう。
　８０２０運動は、80歳になっても20本以上自分の
歯を保とうという運動です。
　20本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足するこ
とができるといわれています。生涯、自分の歯で食
べる楽しみを味わうためにも、妊産婦を含めて生ま
れてから亡くなるまで、自分の歯を大切にする生活
習慣を身につけることが大切です。

歯周疾患検診のお知らせ
　歯周疾患は、歯の喪失の原因となり、初期は自覚
症状が乏しいため、検診による早期発見が大切です。
　年 1 回は検診を受けましょう。

【対象者】
今年度中に、４0歳・50歳・60歳・70歳になる人

【期　間】 6 月 1 日㈪～12月26日㈯
※定員70人になり次第締め切り

【場　所】市指定の医療機関
【料　金】500円
【申し込み先】大洲市保健センター　☎23－0310

「元気歯つらつコンクール」参加者募集
　今年度、愛媛県と愛媛県歯科医師会主催で開催さ
れる、「元気歯つらつコンクール」に参加する人を募
集します。

【対象者】
次の全ての項目に該当する人
▽ ４ 月 1 日現在、満80歳以上の人
▽しっかりかめる自分の歯が20本以上ある人
▽「元気歯つらつコンクール」の受賞経験のない人
▽表彰式に参加できる健康状態である人

【申し込み先】大洲市保健センター　☎23－0310

昨年度入賞者
稲田　和

かず

子
こ

さん（新谷）
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

～
市
民
税
の
均
等
割
が
非
課
税
の
み
な
さ
ん
へ
～

　子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ　～子育て世帯のみなさんへ～
【子育て世帯臨時特例給付金とは】
　消費税率引き上げの影響などを踏まえ、子育て世
帯に対して、臨時的な措置として支給する給付金で
す。

【支給対象者】
大洲市において、平成27年 6 月分の児童手当受給者
であり、平成26年の所得が児童手当の所得制限額に
満たない人

【対象児童】
平成27年 6 月分の児童手当の対象となる児童

【支給額】
対象児童 1 人につき3,000円

（支給回数は 1 回）

【申請先・支給時期】
　申請先は、平成27年 6 月分の児童手当を支給する
市町村になります。
　また、平成26年分の所得状況が確定するのは、 6
月以降になるため、実際に給付金を対象者へお支払
いする時期は、それ以降になる見込みです。
　現在、申請などに向けた準備中ですので、詳細が
決まり次第、順次お知らせします。

【問い合わせ先】
子育て支援課子ども相談係　☎2４－5718

―　注　意　―
「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給
付金」の手続きを装った、『振り込め詐欺』や『個
人情報の詐欺』にご注意ください。

　

平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等
割

が
課
税
さ
れ
な
い
人
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
】

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
際
し
、
所
得

の
低
い
人
へ
の
負
担
の
影
響
を
考
え
、

暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給

す
る
給
付
金
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▽ 

基
準
日
︵
平
成
27
年
１
月
１
日
︶
に

大
洲
市
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人

▽ 

平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等
割

が
課
税
さ
れ
な
い
人
︵
た
だ
し
、
市

民
税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
な
ど
を
除
く
︶

▽ 

生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被

保
護
者
な
ど
で
は
な
い
人

【
支
給
額
】

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
6
千
円

【
申
請
先
・
支
給
時
期
】

　

申
請
先
は
、
基
準
日
に
お
い
て
、
住

民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
の

課
税
が
６
月
以
降
に
な
る
こ
と
や
、
支

給
開
始
月
が
10
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
実
際
に
給
付
金
を
対
象
者
へ
お

支
払
い
す
る
時
期
は
、
そ
れ
以
降
に
な

る
見
込
み
で
す
。

　

現
在
、
申
請
な
ど
に
向
け
た
準
備
中

で
す
の
で
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉔
１
７
１
５

市
民
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
３
０
、
１
３
１
︶
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戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　子育て短期支援事業（ショートステイ）について
　児童を養育する家庭の保護者が病気やその他の理
由により、家庭において一時的に児童の養育が困難
になった場合に、児童福祉施設などにおいて一時的
に養育または保護をする、子育て短期支援事業が始
まりました。

【利用できる人】
次の事由に該当する家庭の児童
▽ 保護者の疾病、育児疲れ、育児不安などの身体も

しくは精神的な事由
▽ 保護者の出産、看護、事故、災害、失踪など家庭

養育上の事由
▽ 保護者の冠婚葬祭、転勤、出張、学校などの公的

行事への参加など、社会的な事由
▽ 経済的問題などにより緊急一時的に保護を必要と

する事由
【負担金】※ 1 日あたりの料金
▽生活保護世帯　　　　　利用負担金なし
▽市町民税非課税世帯　　 2 歳未満児　  1,100円
　　　　　　　　　　　　 2 歳以上児　  1,000円
　　　　　　　　　　　　緊急保護時　　 300円

▽生活保護・市町民税非課税世帯以外の世帯
　　　　　　　　　　　　 2 歳未満児　  5,350円
　　　　　　　　　　　　 2 歳以上児　  2,750円
　　　　　　　　　　　　緊急保護時　　 750円

【利用期間】一回の利用につき 7 日以内
【利用施設】
社会福祉法人八幡浜少年ホーム

（八幡浜市五反田 1 －25）
☎08９４（2４）0026
※ 八幡浜少年ホームは、昭和3９年に開設され、養護

の必要な子どもたちの養護支援を行っている施設
です。

【申し込み方法】
　事前に利用申請が必要です。
　利用を希望する人は、子育て支援課に希望する日
の 3 ～ 7 日前までにご相談ください。

【問い合わせ先】子育て支援課企画係　☎57－９９９6

　

国
で
は
戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
今

日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な

っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の

意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
な
ど
の
ご

遺
族
に
特
別
弔
慰
金
︵
記
名
国
債
︶
を

支
給
い
た
し
ま
す
。

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、

ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、
償
還
額
を
年
5
万
円
に
増
額
す

る
と
と
も
に
、
5
年
ご
と
に
国
債
を
交

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
支
給
条
件
】

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
︵
基
準
日
︶

に
お
い
て
、﹁
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
﹂
や
﹁
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
﹂
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　

特
別
弔
慰
金
は
、次
の
遺
族
の
う
ち
、

順
序
に
従
っ
て
も
っ
と
も
順
位
が
先
の

人
一
人
だ
け
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽ 

基
準
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
人

▽
戦
没
者
な
ど
の
子

▽ 

戦
没
者
な
ど
の
⑴
父
母
、
⑵
孫
、
⑶

祖
父
母
、
⑷
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

▽ 

前
記
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
３
親
等

内
の
親
族
︵
お
い
、
め
い
な
ど
︶

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

い
て
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

【
請
求
期
限
】

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※ 

期
限
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
、
受
給

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
地
区
別
相
談
日
の
実
施
】

　

各
地
区
で
の
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
６
月
の
回
覧
文
書
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

【
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
４

長
浜
支
所　
　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　
　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　
　
　
　

☎
㊴
２
１
１
３
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第
57
回
水
道
週
間
（
６
月
１
日
～
７
日
）
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
カ
ラ
カ
ラ
で　

蛇
口
に
飛
び
込
む　

僕
の
口
』

　

６
月
１
日
か
ら
水
道
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
水
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
水
の
大
切
さ
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

地区 工事店名 所在地 電話番号 地区 工事店名 所在地 電話番号

大
　
　
　
　
　
洲

㈲三原設備 大　洲 2４－3783

大
　
　
洲

㈲オクダ設備
新　谷

25－４107
中央建設㈱ 柚　木 2４－3556 ㈱宮元建設 25－02４2
㈾矢野金物店 中　村 2４－30４3 向成建設㈱ 25－3150
㈲南予水道住設 若　宮 23－2352 ㈲佐々木鉄工 春　賀 26－0875
村上工業㈱ 2４－31４1 樹設備 多　田 26－1255
㈲菊地浄化槽センター 五　郎 2４－0013 ㈲星加水道設備 八多喜 26－0020
㈲いの水道設備 田　口 2４－2216 久保鉄工所 26－0537
㈲丸電工業

東大洲

2４－5351 好﨑鉄工 米　津 26－0720
㈲神田鉄工所 2４－４122

長
　
　
浜

米田設備工業

長　浜

52－2713
㈱土居鉄工所 2４－４51９ 笹田水道 52－28９1
ＪＡ愛媛たいき 2４－４181 ㈲池内石油店 52－0４４8
㈲曽根プロパン販売所 2４－3522 ㈲鈴木ガス商会 52－0358
マスダ水道設備 市　木 25－４178 ㈲満野大商店 52－0013
㈲内田電気水道設備

徳　森
25－2858 ダイワ設備工業 下須戒 52－128９

城戸電業社 25－2９４４ 河内設備商会 52－0503
㈱西田興産 25－0211 ㈲住吉産業 上老松 52－1531
㈲アサノ設備 北　只 2４－0783 矢野ガス㈱ 52－0４20
㈱四電工大洲営業所 2４－４5９5

肱
　
川

鹿野川ガス販売所 山鳥坂 3４－2701
タマル家電サービス 松　尾 2４－0518 ㈱ひじ建 3４－2111
谷本建設工業㈱ 平　野 2４－5161 川上建設㈲ 名荷谷 3４－2101
神南設備

菅　田

25－４68４ 上田建設㈱ 宇和川 3４－2011
㈲大和開発 25－3776 三瀬建設㈱ 予子林 3４－2９11
松浦建設㈱ 25－5335 河

辺
富永建設㈱ 植　松 3９－2011

城戸設備工業 25－1175 北川商店 3９－2303
久保建設㈱ 蔵　川 27－0757 ※大洲市管工事協同組合　大洲市五郎2９番 5 　23－33９8

市内の指定給水装置工事事業者

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え
に
つ
い
て

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
限
は
、
８

年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
市
で
は
順

次
取
り
替
え
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
作
業
は
、
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
︵
指
定
工
事
業
者
︶
が
行

い
ま
す
。

　

取
り
替
え
に
要
す
る
時
間
は
、
約
30

分
程
度
で
す
が
、
そ
の
間
、
給
水
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
取
り
替
え

訪
問
時
に
作
業
の
説
明
を
行
い
ま
す

が
、
不
在
の
場
合
に
は
、
作
業
を
行
っ

た
こ
と
を
記
し
た
チ
ラ
シ
を
置
い
て
お

き
ま
す
。

　

作
業
終
了
後
は
、
空
気
の
混
入
し
た

水
や
濁
り
水
な
ど
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
に

悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
水
専
用
の
蛇
口
か
ら
空
気
を
十
分

に
出
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

水
道
工
事
を
行
う
と
き
は

　

水
道
の
新
設
・
改
造
・
修
理
・
撤
去

な
ど
の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
必
ず
指

定
工
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
外
の
業
者
で
あ
っ
て
も
、

市
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
工

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
カ
月

に
一
度
、
写
真
の
よ
う
な
マ
ー
ク
入
り

ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
た
検
針
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
針
は
、
水
道
使
用
量
を
確
認
し
、

水
道
料
金
を
算
定
す
る
も
っ
と
も
大
切

な
業
務
で
す
。
い
つ
で
も
ス
ム
ー
ズ
な

検
針
が
行
え
る
よ
う
、
次
の
点
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い
。

▽ 

ペ
ッ
ト
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
囲
は
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
お
く
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
移
動
や
か
さ

上
げ
は
、
事
前
に
協
議
を
行
う
。
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無料法律相談　※要電話予約
時　 6 月18日㈭
　　午後 2 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎2４－４111
年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 6 月 ４ 日㈭ ･ 17日㈬ ･ 25日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 6 月11日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎08９ （９25） 5105

人権相談
大洲地域
時　 6 月 1 日㈪　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　 6 月15日㈪　午前10時～正午
場　上須戒公民館
肱川地域
時　 6 月15日㈪　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　人権啓発課
　　☎2４－17４6

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 6 月1９日㈮　午前 ９ 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係
　　☎2４－172４
長浜地域
時　 6 月26日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 6 月 5 日㈮
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　 6 月 ９ 日㈫　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－2112

不動産無料相談
時　 6 月15日㈪
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－17４7

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
ひ
ま
わ

り
の
種
ま
き
を
畑
の
前
橋
周
辺
で
行
い

ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
一
般
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
６
月
３
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時

※
受
け
付
け　

午
前
９
時
～

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
︵
若
宮
︶

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
ご

持
参
願
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】
小
雨
決
行

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局

︵
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
肱
川
出
張
所
内
︶

☎
㉕
４
６
４
９

℻
㉕
６
３
６
０

【
日　

時
】
６
月
20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～

※
開
場　

午
後
１
時

【
場　

所
】

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家

２
階
ホ
ー
ル

【
講　

演
】

▽
講
師　

玄げ
ん　

秀ひ
で

盛も
り

さ
ん

　
︵ 

公
益
社
団
法
人
﹁
日
本
駆
け
込
み

寺
﹂
代
表
︶

▽
演
題

　
﹁
ど
ん
な
過
去
で
も
や
り
直
し
は
き
く
﹂

【
そ
の
他
】
入
場
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
喜
多
更
生
保
護
女
性
会
︵
野
嵜
︶

☎
㉕
０
６
８
１

【
対
象
者
】

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り

本
人
お
よ
び
そ
の
家
族

【
実
施
日
】

月
曜
日
～
金
曜
日
︵
祝
日
は
除
く
︶

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
相
談
方
法
】

電
話
相
談
︵
随
時
︶、
来
所
相
談
︵
電

話
予
約
︶

※ 

精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
保
健
師
、
必
要
時
に
は
精

神
科
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
保
健
所
精
神
保
健
係

︵
八
幡
浜
市
北
浜
１
丁
目
３
番
37
号
︶

☎
０
８
９
４
︵
２
２
︶
４
１
１
１

︵
内
線
２
８
７
・
２
８
８
︶

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
し
た
い
と
き
に
、
県
の
規
制
緩
和

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
行
う
﹁
え
ひ
め
夢
提
案
﹂
を

募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

【
応
募
方
法
】

所
定
の
﹁
え
ひ
め
夢
提
案
様
式
﹂
に
記

入
の
う
え
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
、

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
地
域
政
策
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
２
３
５

　

風
の
博
物
館
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

届
い
た
﹁
第
14
回
版
画
絵
は
が
き
コ
ン

テ
ス
ト
﹂
応
募
作
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。作
者
の
思
い
が
こ
も
っ
た
作
品
を
、

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期　

間
】
６
月
29
日
㈪
ま
で

【
時　

間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

︵
札
止
め　

午
後
４
時
30
分
︶

【
場　

所
】
風
の
博
物
館
１
階
展
示
場

【
入
館
料
】

一　

般　
　
　
　
　

５
０
０
円

高
校
生　
　
　
　
　

２
５
０
円

小
中
学
生　
　
　
　

２
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

風
の
博
物
館　

☎
㉞
２
１
８
１

　

�「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」
の

お
知
ら
せ

　

�「
え
ひ
め
夢
提
案
」
制
度

春
の
提
案
募
集

　
�

肱
川
を
美
し
く
す
る

　

お
花
は
ん

　

�

大
洲
喜
多
更
生
保
護
女
性
会

設
立
50
周
年
記
念
講
演
会

　

�

版
画
絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス

ト
作
品
展
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大洲市立図書館 　☎ 59ー4111
長浜分館 　☎ 52ー1121
肱川分館 　☎ 34ー2319
河辺分館　 　☎ 39ー2111

図書館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

■＝ 6 月の休館日
〈開館時間　午前 ９ 時30分～午後 6 時〉

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

※�このほかにもたくさんの本が入っています。
　（随時配架しています。）　
　図書館のホームページで図書の検索ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　誰にも「考え方の癖」があり、
自由な発想が妨げられている。自
分の「常識」や「価値観」や「見方」
が絶対でないことを知り、創造的
思考を広げるヒントを紹介。『Web
ちくま』連載に書き下ろしを加え
て書籍化。

　「からだがだるい」経験をしたこ
とがない人の「だるさの概念」と
は…。「からだがだるいとはなに
か？」をはじめ、緻密な思考と意
外な着地点が織りなすおかしさが
じわじわ迫る傑作エッセイ集。『星
星峡』連載に加筆し書籍化。

　ひとりで遊ぶのが好きなぐりん

ぴーすのすーちゃんが、今日もい

なくなりました。すーちゃんどこ

にいるのかな? 親子で楽しむさが

しっこ絵本。

やわらかい頭の作り方
細谷 功文，ヨシタケ シンスケ絵 出版：筑摩書房

長くなるのでまたにする。　
宮沢 章夫著 出版：幻冬舎

ばななせんせいとさがしっこ（絵本）　
得田 之久ぶん，やました こうへいえ 出版：童心社

　平成21年 1 月の開館以来稼動している図書館システムの更新作業（機器などの入れ替え）のため、次の期
間は全館臨時休館となります。
　市民のみなさんには大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

休館期間： 6 月24日㈬～30日㈫

　※ 休館中の本の返却は、返却ポストをご利用ください。
　　 なお、ＣＤ・ＤＶＤは、返却ポストには入れずに、休館期間終了後にカウンターへ直接お持ちください。

【臨時休館のお知らせ】

6月展示
一般：『変化する空　気象特集』

　もうすぐ梅雨本番、天候の不安定な季節に入ります。
近年は、大型台風にゲリラ豪雨など、異常気象に関す
る話を耳にする機会も増えたのではないでしょうか。
恵みの雨も、場合によっては大災害を引き起こします。
図書館では、雨にまつわる本や気象・天候に関する本
の展示と貸し出しを行います。

児童：�『カエルが出てくる本』

　 6月に入ると雨の多い、つゆの季節がやってきます。
雨がふると、カエルたちはうれしくなって飛びはねた
り、歌ったり元気いっぱいです。もしかすると、あそ
びにでかけているカエルもいるかもしれません。
　図書館では、カエルが出てくる絵本や児童書の展示
と貸し出しを行います。みなさんも雨の日は、本の世
界にあそびにいってみませんか。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
7 日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

14日㈰ ごうお小児科医院 （西 大 洲） ☎0893（24）3936

21日㈰ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0894（20）8800

28日㈰ 亀 井 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（24）3757

（診療時間：午前 ９ 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで。小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。）

6 月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
2 日㈫

午後 0 時４5分～
1 時30分まで

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（27年 1 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル3 日㈬ 10か月児育児相談（26年 8 月生）

９ 日㈫ 1 歳 6 か月児健診（25年11月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類16日㈫ 3 歳児健診　　　　（2４年 5 月生）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・ピロリ菌・ペプシノゲン検査

　婦人がん検診

　肺がんＣＴ検診

実施日 受付時間 場　所 内　　　　容

2 日㈫
～ ４ 日㈭ 午前 8 時30分～11時 市民会館 【対象者／料金】

▽特定健診　　　　　　４0～7４歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には案内状を送付します）
※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　４0歳以上の人／1,200円
▽肺がん検診　　　　　 ４0歳以上の人／700円 （65歳以上の人は肺

がん検診に結核検診が無料で追加されます）
▽大腸がん検診　　　　４0歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,160円
▽肝炎ウイルス検診　　 ４0歳以上で過去受けたことがない人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
※ 日ごろ、病院にかかっていない人や病院にかかっているが生活習慣病

の治療や検査を受けていない人は、特に受診をお勧めします。（後期
高齢者医療被保険者証を必ずご持参ください）

8 日㈪

午前 8 時30分～10時30分

予子林自治
センター

９ 日㈫ 正山体育館

10日㈬ 大谷自治
センター

11日㈭ 午前 8 時30分～11時 肱川保健
センター

16日㈫ 午前 8 時30分～10時30分 蔵川基幹集
落センター

17日㈬ 午前 8 時30分～11時 河辺基幹集
落センター

18日㈭ 午前 8 時30分～10時30分 大川公民館
23日㈫

～26日㈮
28日㈰
2９日㈪

午前 8 時30分～11時 大洲市
保健センター

　昨年度から、国立がん研究センターと愛媛大学、大洲市の共同研究に協力できる４0～7４歳の人を対象に、生活習慣
のアンケート調査にご協力いただくと胃の健康度を調べるピロリ菌検査・ペプシノゲン検査（約6,000円）が無料で受
けられます。ただし、平成26～28年度の 3 年間で一人 1 回のみです。希望者は、保健センターにお問い合わせください。

実施日 乳がん受付時間 場　　　所 対　　象　　者
2 日㈫

～ ４ 日㈭
午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分 市民会館 　子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場所も午後

1 時～ 1 時30分です。
【対象者／料金】
▽子宮頸がん　20歳以上の女性／1,000円
▽乳がん　　　４0歳以上の女性／1,200円
本人確認のため保険証をご持参ください。
※75歳以上の人は無料

16日㈫ 午前 8 時30分～10時30分
午後 1 時～ 1 時30分

蔵川基幹集落センター

18日㈭ 大川公民館

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。

実施日 受付時間 場　　　所 内　　容

23日㈫
～26日㈮
28日㈰
2９日㈪

午前 8 時30分～11時 大洲市保健センター

【対象者／料金】
大洲市民で４0歳以上の人／４,000円
75歳以上の人も有料です。
本人確認のため保険証をご持参ください。
※事前申し込みは不要です。
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎2４－5718

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 ９ 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４580

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎2４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　教育委員会内青少年センター　　　
問　☎2４－7830

▽物忘れ相談
時　 6 月2４日㈬　午後 1 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2111 （内線16９ ･ 176）
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－562９
長浜地域
時　 6 月26日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－11９４
肱川地域
時　 6 月 5 日㈮　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－2312
河辺地域
時　 6 月 ９ 日㈫　午前 ９ 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　　大洲ふじかげコーラス

      団 長　白石　美
はる

子
こ

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大洲ふじかげコーラスは、学校の音楽活動だけではな
く、大洲盆地に歌声を育てようと音楽好きな有志が中心
となり、昭和52年に発足しました。結成当初は、13人の
女声合唱グループで、大洲小学校の旧講堂を借りて練習
を始めました。
　現在は、市内外から歌の好きな人約40人が集まり、毎
週木曜日の午後７時から肱南公民館で練習をしていま
す。普段の練習が発表時の土台となるので、「練習を本
番と思い、歌は心、仲間に感謝」をモットーに、楽しく
練習に励んでいます。
　私たちの活動は、市民音楽祭やクリスマス歌声プレゼ
ント（施設訪問）、春のコンサートなどの定例発表会の
ほか、畑の前橋付近での菜の花やひまわりの種まき、草
取りなどのボランティア活動も行っています。
　南予地域でバランスのとれた混声合唱団の一つとし
て、地域住民の歌声を消さないように、発展的に合唱活
動を継続し、音楽を通して地域のみなさんと共に感動や
喜びを分かち合いたいと思います。
　そしていつの日か、市民会館を埋め尽くす満員の観客
をお迎えして心いっぱい合唱を披露するのが、私たちの
夢であり目標です。
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